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審 査 の 結 果 の 要 旨 
 
 精神的ストレスはうつ病などのストレス関連疾患の誘因となる一方、脳腸相関

に影響を与えて消化管運動障害や内臓知覚過敏などを惹起すると考えられている。

その発症病態に関して、過敏性腸症候群などを例に腸内細菌叢の変化が注目され

ているが、詳細なメカニズムは不明である。申請者は、ストレスへの暴露と腸内

細菌叢変化・行動変化および内臓知覚過敏との関連に関して動物モデルを用いて

検討している。申請者は、2 方向シャトル箱型行動解析システムを用い、ラットの

逃避不能電撃負荷による行動観察を行った。またラットの腸内細菌叢との関連を

次世代シーケンサーにより解析している。さらに申請者は、ラット水回避ストレ

ス負荷モデルを用いて、これに対する糞便微生物移植の有効性に関して検討した。

一連の解析から、うつ病様ラットの内臓知覚過敏と腸内細菌叢との関連が示唆さ

れた。また腸内細菌叢移植による内臓知覚過敏の抑制が認められた。  
 急性ストレスへの暴露によるうつ病様ラットの解析において、内臓知覚過敏と

腸内細菌叢と関連が示された。さらに興味深いことに、健常ラットの腸内細菌叢

移植により、これら病的病態の軽減が観察されている。近年、腸内細菌叢が炎症

性腸疾患・多発性硬化症などさまざまな疾患の発症および悪化に関連しているこ

とが報告されている。またこれらに対する腸内細菌叢移植の有用性が各種モデル

および臨床試験において検討されている。申請者が示した知見は、腸内細菌叢の

うつ病関連の病的状態との関連を示す成績であり、また将来的に新しい治療法の

可能性を示した研究である。以上より本研究は学位に値する研究であると判断さ



れた。  


